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平成 28年度
郡市医師会生涯教育担当理事協議会

と　き　平成 29年 3月 30 日（木）15：00 ～

ところ　山口県医師会 6階会議室

[ 報告 : 常任理事　加藤　智栄 ]

開会挨拶
河村会長　「新たな専門医の仕組み」については、
これから 1年かけて日本専門医機構などで熱心

に討議されていくと思う。専門医の共通講習とし

て「医療安全」「医療倫理」「感染対策」があるが、

これはどの科の専門医にも関係してくるものであ

る。

　共通講習は各学会よりも都道府県医師会が担当

しやすいのではないかということから、平成 29

年度に試行的に実施し、状況をみて見直しが行わ

れるようである。本会でも共通講習が開催できる

ように対応していく。

報告　
平成 28 年度都道府県医師会生涯教育担当理事
連絡協議会報告
　詳細は本会報平成 29年 6月号に掲載。

協議
平成 29 年度山口県医師会生涯教育事業計画に
ついて
１. 生涯研修セミナー

　平成 28年度は 4回開催した。新たな試みとし

て、平成 29年 2月のセミナーで専門医の共通講

習の一つである「医療安全」の単位を取得できる

ようにした。共通講習については、29 年度も引

き続き実施することとし、「医療倫理」の単位を

取得できるようにする。

２. 山口県医学会総会

　医学会総会は例年、郡市医師会の輪番制によっ

て開催しているが、平成 29 年度は 100 回目の

節目の開催であるため、本会が企画することと

なった。6月 11 日に山口市民会館で行い、午前

は特別講演を 2題、「大規模災害から命を救いた

い～衛星リモートセンシングの可能性～」と題し
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て山口大学副学長の三浦房紀 先生に、「デメンチ

ア患者の診療」と題して東京女子医科大学名誉教

授の岩田 誠 先生にそれぞれ講演いただく。また、

午後には県民公開講座として防府西高等学校吹奏

楽部によるオープニングセレモニー、「この時代

の医師としての役割」と題する順天堂大学医学部

附属順天堂医院長の天野 篤 先生による講演を予

定している。

　なお、平成 30年度は下松医師会にお引き受け

いただき開催する。

３. 指導医のための教育ワークショップ

　臨床研修医を指導するには、本ワークショップ

をはじめとする指導医講習会の修了が必須要件と

なっている。

　本会では平成 16 年から毎年開催しており 13

回目を迎え、28 年度は 10 月 22 日（土）～ 23

日（日）の 2日間で開催し、第 1回からこれま

でに 267 名が修了された。29 年度は 10 月 7日

（土）～ 8日（日）に開催を予定している。

４. 体験学習

　昭和 60年から山口大学医師会、山口大学医学

部に開催をお願いし、山口大学で毎年各 2教室

にお引き受けいただいているが、平成 28年度は

消化器・腫瘍外学講座、放射線腫瘍学講座にお願

いした。引受教室による講義や実際に大学で使用

している機器の紹介などが行われている。29 年

度は呼吸器・感染症内科学講座、臨床検査・腫瘍

学講座にお引き受けいただく予定である。

５. 日医生涯教育協力講座セミナー

　日本医師会、都道府県医師会、製薬会社の三者

共催で開催している。平成28年度は6月4日（土）

に「認知症に寄り添う～地域生活継続可能な社

会に向けて～」を山口大学神経内科の神田 隆 教

授にコーディネーターをお願いして開催した。平

成 29年度以降は「これからの高尿酸血症・痛風

治療戦略」、「超高齢社会における高齢者のトータ

ルケア～高齢者の健康寿命延伸に向けて～」の 2

題のテーマを予定しており、詳細が決まり次第、

追ってご案内する。

質疑
郡市　会員から、地域包括診療加算・地域包括診

療料の届出に必要な受講証明を出してもらえない

かという意見があり、郡市としては受講の確認は

大変負担である。研修管理システムで対応可能か。

県医　研修管理システムに登録された研修会の受

講者は一括管理されるため、個人の受講記録を確

認することができ、受講証明書の発行も可能であ

る。

郡市　システムのパソコンや医師資格証のカード

リーダーはこちらで用意することになるのか。

県医　郡市でご用意願いたい。


